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 平成２９年９月９日(土)、大阪コ

ロナホテルにおいて JR 連合青年・

女性委員会「第２６回定期総会」を

開催しました。全国各地から約１３

０名の青年女性組合員が参加し、総

会の冒頭では、すべての鉄道事故に

よりお亡くなりになられた方々へ

哀悼の意を表すとともに、さらなる

安全確立を誓い、構成員全員で黙祷

を捧げました。 

 

 新倉議長からは、７月に発生した九州北部豪雨によって不通となっている久大本線、日田彦山線

の早期復旧に向け、汗する仲間への激励、この苦難を乗り越えるために、全国に仲間がいることを

忘れないでほしいとのメッセージを発しました。また、幹事会を代表し、職場からの安全確立、政

策実現と政治参画の必要性、民主化闘争の取り組み、ユースラリーをはじめとした仲間づくりや連

帯強化の重要性などについて力強く語った。また、ご来賓として、JR 連合からは松岡会長をはじめ

中山組織・政治部長と中村交通政策部長（青女担当）、準備単組である JR 東海ユニオンより鎌田中

央執行委員長にお越しいただき、JR 連合の取り組み、政策課題や他労組の動向を含めた組織課題、

そして青年・女性委員会への激励を込めたご挨拶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間の環を広げ 共に未来をきり拓こう！ 
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今総会において、201６年度の活動を振り返り、『仲間の環を広げ、共に未来をきり拓こう！』を

新たなスローガンに、「Action Concept ２nd」に基づいた、「安全の確立」を最重要課題とし

た向こう 1年の活動方針を提起しました。       

 総会委員からの質疑応答では、１３名の総会委員より「安全」、「組織」、「男女平等参画」、「政策

課題」、「教育活動」「地協活動の活性化」、「広報活動」など、２４件もの質疑を受けました。それぞ

れの質疑に対し、各幹事が答弁を行い、播磨事務長の幹事会を代表しての想いを込めた総括答弁の

後、201７年度の活動方針が満場一致で採択されました。本総会をもって播磨事務長、山中、小川、

新井幹事の４名が退任し、新倉議長を中心とした新幹事会体制を確立しました。 

 その後、総会アピールが提起され、「Action Concept ２nd」に基づく 4 つの柱を中心とした

活動を推進し、より一層魅力的な青年・女性活動を展開していくことを確認し、新倉議長の団結ガ

ンバローで「第２６回定期総会」を成功裡に終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

●２０１７年度 JR 連合青年・女性委員会新体制     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●退任された役員 

役職 氏名 出身単組  

議長 新倉 実 JR 西労組 再 

事務長 鈴木 大介 JR 東海ユニオン 新 

 

 

幹事 

三星 輝之 JR 北労組 新 

松本 良子 JR 東海ユニオン 再 

西川 弘美 JR 西労組 新 

笹岡 慎平 JR 四国労組 再 

松下 雄太 JR 九州労組 再 

千葉 大樹 貨物鉄産労 新 

役職 氏名 出身単組 

前事務長 播磨 洋佑 JR 東海ユニオン 

 

前幹事 

山中 智文 JR 北労組 

小川 千春 JR 西労組 

新井 亮太 貨物鉄産労 


